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宮崎大学広報誌 ｢このはな｣
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宮崎市近隣の南九州火山灰土壌地帯は,元来,河川水,湧水,地下水あるいは溜池を水源とする

天水依存型の農業地帯である｡ところが,この地域は戦後の50年の間に,土地利用形態の変化,特

に都市域における農地の減少や河川改修等によって水文環境が相当に変化し,河川水位や地下水位

の低下,あるいはため池や湿原の減少等の水環境の変化が生起している｡その結果,気温の上昇と

湿度の低下,霧の発生の減少等の気象環境変化が認められている｡

この様な水環境の変化が進行する中で,ダム ･堰 ･調整池,水路,パイプライン等の建設を含む

農業水利事業が完了したり,進行中であったり,あるいは今後着工する地域がある｡

ところで,農業水利事業とは新たな水環境創生事業に他ならない｡卑近な事例として高鍋防災ダ

ムがある｡築造され30年経過し,ダムの効果が発揮されていると同時に,湿原が出現し,今その

保存のあり方と環境教育の一環として注目を浴びている｡

今年の無降水 ･猛暑による早魅被害が報じられた一方で,-ツ瀬地域の水利事業完了地域ではそ

の効果が報じられた｡この様に農業用水は単に安定した作物生産や営農上の観点から,農業 ･農村

の活性化に貢献するばかりでなく,作物生産のプロセスそのものが周辺の大気 ･徴気象環境を良好

にし,用水として使用される過程において,地表水として,あるいは地中水 ･地下水として3次元

的に地域水環境に影響を及ぼしている｡このように農業用水は地域水環境の保全に対して公益的機

能をもっている｡農業用水も取水 ･利用には制限があり,水利施設の観点からの用水管理のあり方

が重要な課題となっている｡

一方,地球レベルの問題として,乾燥地における潅瀧事業により土壌の塩類集積で不毛の地になっ

たり,地下水依存の潅概の結果,地下水枯渇に陥り農業が成り立たなくなった地域がある｡これは

持続的農業を営むためには長期的な地域水環境の保全を考慮した農業の水管理が如何に重要である

かを示唆している｡この様な観点から,本研究は水利用実態調査と農業水利施設が地域に及ぼす波

及効果等の実態調査に主眼をおいたフィールド科学を指向する｡
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農業用水の多目的利用と地域用水 としての意義と用水管理のあり方

農業用水の多 目的利用が進行すると同時に､近年地域水環境が色々な観点か ら注

目され､議論されるようになっている｡地域水環境を考える場合､農業用水 として

の地域用水は非常に重要な意味をもつ｡地域における農業用水は､場所 と時間によ

ってその様子を変化させる｡貯水池､ため池､ファームポン ドの水は静止 した水面

をもち､用水路 (開水路)の水は流れてお り､ 様々な流況を呈することによって水

環境を形成 している｡一方､パイプライン (管水路)内の水は圧をもってパイプ外

に現われることによって初めてその意義を確認することができるOこのように同じ

水量の農業用水であっても､その存在状況によって､またその使用目的によって価

値は異なる｡すなわち､同じ量の水であっても質が異なる｡圧を保ったパイプの水

であって初めて散水が可能 とな り､また圧の大きさの程度の違いによって利用方法

が異なったもの となるO緩やかな勾配の法面をもち､せせ らぎの音を発する流れの

開水路であって初めて､ またきれいな (清浄で臭いのない)水を湛えた水面であっ

て初めて親水公園としての機能をもつことになる｡

さらに,利用できる農業用水が確保されていると,この水を利用することによっ

てこの水が地域の水環境,地域環境が変化する｡例えば地下水が補給 ｡強化される

(上場地区)との事例があ り,また気温 ｡湿度環境が緩和されるという効果が期待

される (地域水環境の保全 と利水)｡一方 , 最近､地下水の水質汚染､地下水の水

位低下や枯渇等の地下水を含む地域水環境が悪化 している地域が増加 している｡

このような状況の下で農業用水の保全 ｡確保は重要性を増 してお り,地域の気象

特性 ｡土壌特性 ｡地形特性を考慮 した潅概方法や濯水量の決定法の検討 , および濯

概 目的以外の営農に関わる農業用水の必要量の検討は緊急を要する課題 となってい

る｡また,農業用水が事業により確保されている地域では , 異常気象による水需要

の短期変動,営農状況の変化による水需要の長期変化に対応 した水管理が重要性を

増 している｡

本報告書では,-ツ瀬川土地改良区の事例に基づいて , 南九州地域の畑地かんが

い実施地区の水利用の実態を述べ , ここ1-2年急速に普及 したインターネット利

用による気象情報の収集結果を参考に水管理のあ り方について考察 した｡この気象

情報の収集事例について参考資料 として添付する｡さらに平成 8-10年度農水省

施設管理室の 『土地改良施設管理基準 一用水機場編-』作成に参画 した｡本科学研

究費のタイ トルに重複する部分を担当 した｡本報告書を印刷する時点までに印刷が

できあがっていないので , その原稿のコピーを巻末に綴 じ込んでいるO
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南九州地域の畑地かんがい実施地区の永利用の実態

(-ツ瀬川土地改良区水管理データに基づ く水利用量 と利用実態)

水利事業が完了 し水利用条件が自由化された地域においては,水利用の多 目的化

が進み,補給濯親 日的以外の水利用実態は多様化 している｡例えば,冬季には火山

灰土壌が乾燥 し季節風による土壌飛散風食防止のための散水,保温蓄熱用の水封チ

ューブや トンネル栽培,茶の防霜 目的の散水がある｡山方,夏季にはハウス内外に

おける防暑用散水,ハ ウス土壌の除塩やたばこ連作障害防止のための湛水防除等が

ある｡

一方,補給濯親 日的の場合にも栽培作物が多種類化 し,栽培方法が露地栽培 ･ハ

ウス栽培 ｡雨除け栽培等に分化 し,水利用機器の開発 と発達により,潅水方法が多

様化 している｡その結果,地表濯概一散水潅概一点滴濯概 と濯概方式の遠いにより,

全面潅水か ら部分潅水まで実質潅水面積が栽培面積に比較 し差異が生 じ,濯水量は

実質単位面積当た り少な くなるOまた,栽培作物による栽培体系 (栽培暦)の多様

化により,各作物のと生育ステージにズレが生 じる｡さらに,作物によっては生育

ステージによって湛水方法 と濯水量が異なるoそれは水分ス トレスの掛け方が,作

物の品質改良,収量増加 という湛水の目的が明確化されたことにより,有効水分の

上限 ｡下限の設定範囲が狭 くなっていることに関連する｡すなわち,必要なだけの

水使用 という合理的 (節水型)水利用に寄与 している｡

さらに,年間を通 じて最もポテンシャル蒸発散量が大 きく,最も濯水量が多いと

考えられる真夏猛暑の夏季には,高温障害を回避するために露地栽培の作付け率が

低い｡ したがって,結果 として補給濯慨用水 としての使用水量が少ないO

以上の理由か ら,一昨 1997年までの水利用実態の特徴 として以下のことがあ

げられていた｡特徴 1として使用濯概水量が計画濯瀧水量 と比較 して少ないことが

挙げられる｡これが 1994年の早魅までの事例であった｡

水高安の特徴 2として潅水の時間帯がある｡ 一例 として 1994年干ばつ年をみ

ると,夏期 における猛暑の時期の作物への水分補給 目的の湛水は､夕刻 17時頃か

ら始まり20時～21時に濯水量のピークに達 レその後徐々に減少 し､気温が冒最

高になる 13時前後には潅水量はゼロになっている｡すなわち､需要主導型の配水

システムにおいては潅水の時間の集中化が発生 している｡

これには 2つの大きな理由が考えられる｡その一つは潅水 した水分の温度異常上

昇を避け作物への生理障害を防止すること､他の一つは猛暑下での潅水の作業条件

の回避である｡この潅水の時間帯の実態は､ローテーションブロックによって機械

的に潅水の時間帯を分けて潅水することが不可能であることを意味 してお り､濯概

計画上無視できない重要な意味を持っている｡

水需要の特徴 3として,利用目的の多様化 と使用時間帯の限定がある｡農業用水

の利用目的が多様化 してお り､作物への水分補給濯概以外の目的に利用されている｡

その一つに茶栽培における新芽の時期の霜による被害防止のための散水濯概がある｡

霜注意報が出されると､深夜か ら気温の上昇 し始める夜明けまで散水を継続 し､茶

の葉面で氷結させその潜熱によって異常に葉温が低下 しないようにして凍霜害を防
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止 しているo凍霜害防止以外に夏期における畜舎 Qハウス等のクーリング用の散水

利用がある｡この様な利用 冒的が明確に限定されている場合 夕 利用時間帯を変更す

ることは不可能である｡

ところが,昨1998年の4月から6月の長雨,日照不足 と8月の異常高温,降水量

不足による早魅は水利用状況にも過去にない事象が発生 した｡昨1998年の 8月のデ

ータは 1994年の早魅年 と使用量が大きく異な り倍増 している｡

8月のこの時期この地域の早期水稲は収穫を終えているOこの時期の使用量は月

使用量が100万m3未満であったが,今年は240万m3,最大日使用量12｡4万m＼冒平均使用

量8.0万m3と記録的な使用水量を記録 している｡

日平均使用量8.0万m3とは畑地面積1,200haとして6.7mm/dに相当し,同様に最大 日

使用量12,4万m3は10.0mm/dに相当する｡これ らの値はポテンシャル蒸発量より大き

い ｡

この理由について , -ツ瀬土地改良区で聞き取 りを行った｡その結果,夏季にお

ける新たな水利用法 として次のことが始まっている｡

樹園地 (莱)での施肥後の効果を発揮させるために十分な湛水を行い肥料分を根

に吸収させる方法が採 られ始めたこと｡その結果は効果抜群であるといわれている｡

播程前の乾燥 した土壌を十分に給水 し保水させることO且つ,地温の異常上昇を

防止するために散水すること｡この水利用による効果も非常に大 きいことが実証さ

れた｡

ポテンシャル蒸発散量に作物係数を乗 じることによって基準蒸発散量を推定でき

る｡この値に栽培面積を掛けることによって推定必要水量を算定できるOこの計算

を各作物毎に行って,その合計を求めることによって当該地区全域での推定必要水

量が算定 されるO

ところが , 以上述べたことか ら畑地潅瀧において使用されている水量を､畑地か

んがい計画において用水量算定の基準 とされているポテンシャル蒸発散量か ら推定

される水量 と比較すると､使用水産を蒸発散量か ら推定することは困難であるO水

使用の実態が補給潅瀧以夕日こあるか らである｡

永利用の実態を考慮 した水管理のあ り方および配水管理のあ り方

水利用の実態に対応するには気象 ｡水象の観測あるいは瞬時 (毎定時)データの収集が重

要となる｡

監水使用の時間帯集中への対応ヨ

配水管理は供給主導型,需要主導型に分けられる｡

供給主導型の場合には供給可能量および需要に応 じた配水管理が可能であるが,

需要主導型の場合には供給量を調整 ｡操作不可能 ｡ したがって,需要主導型に対応

可能な施設 (施設容量 , 施設配置,施設のタイプ ｡規模)の設計が必要 となるo
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インターネッ ト利用による気象情報の収集結果

研究室および我が家のコンビュ-夕からの接続により得 られた代表的なものを示す｡

図 1 台風接近時の1997年9月16日04時お よび16日11時における台風予
想進路図 (気象庁発表,http://www.aix.or.jp/inoc/typ/typJ).h上m)お よび高知大
学気象情報員(http=//weather.is.koch卜u.ac.jp/)

図 2 1997年9月12日, 9月16日集中豪雨時における気象情報収集管理
システム (宮崎大学農学部)記録データ

図 3 宮崎地方長雨 ｡日照不足による農作物被害甚大であった , 1998年
後-6月におけるひまわ り画像
高知大学気象情報貢 (http://weather.is.kochi-u.ac.jp/)

図4-図 5
宮崎地方梅雨明けから猛暑 o早魅の発生 し始める , 1998年 7月
～8月におけるひ まわ り画像 と水蒸気画像

高知大学気象情報貢 (http://weather.is.kochトu,ac.jp/)

図 6 1998年10月4-1999年 2月におけるひまわ り画像
高知大学気象情報貢 (http://weather.is.kochi-u.ac.jp/)

図7 1998年 7月10日九州地区 風向 由風速 , 日照 , 気温
西都市 13時 34℃

日本気象協会 アメダス (http://www2.tenki.or.jp/cgトbin/anedas/anal)

図 8-図 10 高知県豪雨被害甚大
四国地区 降水量 (1)～ (3)1998年 9月24-25日
日本気象協会 アメダス (http://W甘W2.tenki.or.jp/cgi-bin/amedas/amdl)

図 11-図 12 1998年10月17日台風接近 ｡通過時降水量
日本気象協会 アメダス (http://wwwZ.tenki.or.jp/cgi-bin/amedas/anal)
九州地区 降水量 (1)

巻 末 資 料

農業土木 学会全国大会講演会 , 1999年 8月 (投稿済み発表予定)

農林水産省構造改善局編 土地改良施設管 理基準 一用水機場福一 技術書

1999年 3月 農業 土木学会発行予定 原稿 p26-p60
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図 1 台風予想進路図 (気象庁発表)および高知大学気象情報貢
(http://www.aix.or.jp/inoc/typ/typ_0.htm,http://yeather.is.kochi-u.ac.jp/)

1997年9月16日04時,16日11時
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図 2 気象情報収集管理システム (宮崎大学農学部)記録データ
1997年9月12日,9月16日
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図 3 高知大学気象情報貢 (http://Weather.is.kochトu.ac.jp/)
1998年4-6月 ひ まわ り画像
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1998年 8月 ひまわ り画像 水蒸気画像
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図9 日本気象協会 アメダス (http://wwwZ.ten女i.or.jp/cg卜bin/anedas/adl)
四国地区 降水量 (2) 1998年 9月24日～25日
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図10日本気象協会 アメダス (http‥//www2.tenki･or･jp/cgトbin/anedas/a血l)
四国地区 降水量 (3) 1998年 9月25日
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図11 日本気象協会 アメダス (http://隅2.tenki.or.jp/cg卜bin/anedas/a東l)
九州地区 降水量 (1) 1998年10月17日
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図12日本気象協会 アメダス (http://脚 2.tenki.or.jp/cg卜bin/anedas/anal)
九州地区 降水量 (2) 1998年10月17日
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農業土木学会全国大会講演会 , 1999年 8月 (投覇済み発表予定)

南九州地域の畑地かんがい事業完了地区の水利周の実態

宮崎大学農学部 山村首洋

1.はじめに 水利事業が完了し水利用条件が自由化された地域においては,水利用の多

目的化が進み,補給濯概目的以外の水利用実態は多様化している｡本報告では,-ツ瀬川

土地改良区水管理データに基づく解析結果について報告するO例えば, 冬季には火山灰土

壌が乾燥 し季節風による土壌飛散風食防止のための散水,保温蓄熱用の水封チューブや ト

ンネル栽培,茶の防霜目的の散水がある0-万,夏季にはハウス内外における防暑用散水,

ハウス土壌の除塩やたばこ連作障害防止のための湛水防除等がある｡これらの多目的永利

用の産着によって農業用水の使用量は経年的に増加 し続けている｡

一方 , 水利事業本来の補給濯概目的の場合には,栽培作物が多種祭化 し, 栽培方法が露

地栽培 ｡ハウス栽培 ｡雨除け栽培等に分化 し,水利用機器の開発と発達により,潅水方法

が多様化 している｡その結果,地表溶液一散水濯瀧一点滴濯概と濯概方式の違いにより,

全面潅水から部分潅水まで実質潅水面積が栽培面積に比較し差異が生 じ,濯水量は実質単

位面積当たり少なくなる｡また,栽培作物による栽培体系 (栽培磨)の多様化により,各

作物のと生育ステージにズレが生じるOさらに,作物によっては生育ステージによって潅

水方法と濯水量が異なる｡それは水分ス トレスの掛け方が,作物の品質改良,収量増加と

いう潅水の目的が明確化されたことにより,有効水分の上限 ｡下限の設定範囲が狭 くなっ

ていることに開通する｡すなわち,必要なだけの水使用という合理的 (節水型)水利用に

寄与 している｡さらに,年間を通じて最もポテンシャル蒸発散量が大きく,最も濯水量が

多いと考えられる桑夏猛暑の夏季には,高温障害を回避するために露地栽培の作付け率が

低いOしたがって,結果として補給濯概用水としての使用水量が少ないという実態がある0

2｡永利用実態の特徴 以上の理由から,一昨 1997年までの水利用実態の特徴として

以下のことがあげられていた｡

特徴 1 使用濯概水量が計画濯概水量と比較して少ないことが挙げられる｡これが19

94年の早魅までの事例であった｡

特徴2 潅水の時間帯がある｡一例として 1994年干ばつ年をみると,夏期における

猛暑の時期の作物への水分補給目的の潅水は､夕刻 17時頃から始まり20時～21時に

濯水量のピークに達しその後徐々に減少し､気温が目最高になる13時前後には潅水量は

ゼロになっている｡すなわち､需要主導型の配水システムにおいては潅水の時間の集中化

が発生 している｡これには2つの大きな理由が考えられる｡その一つは潅水 した水分の温

度異常上昇を避け作物への生理障害を防止すること､他の一つは猛暑下での湛水の作業条

件の回避であるOこの潅水の時間帯の実態は､ローテーションブロックによって機械的に

湛水の時間帯を分けて潅水することが不可能であることを意味しており､潅概計画上無視

できない重要な意味を持っている｡

特徴3 利用目的の多様化と使用時間帯の限定がある｡農業用水の利用目的が多様化し

ており､作物への水分補給濯概以外の目的に利用されている｡その一つに茶栽培における

新芽の時期の霜による被害防止のための散水濯概がある｡霜注意報が出されると､深夜か
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ら気温の上昇 し始める夜明けまで散水を継続 し､茶の葉面で氷結させその潜熱によって異

常に葉塩が低下 しないようにして凍霜害を防止 しているO凍霜害防止以外に夏期における

畜舎 申ノ＼ウス等のクーリング用の散水利用があるOこの様な利用目的が明確に限定されて

いる場合,利用時間帯を変更することは不可能である｡

3.新たな承利用の実態 昨 1998年の4月から6月の長雨 , 日照不足 と8月の異常高温,

降水量不足による早魅は水利用状況にも過去にない事象が発生 したO昨 1998年の8月の

データは 1994年の早魅年と使用量が大きく異な り倍増 している｡ 8月のこの時期この

地域の早期水稲は収穫を終えているOこの時期の使用量は過去,月使用量が 100万 m3未

満であったが, 1998年は 240万 m3,最大日使用量 12,4万 m3,日平均使用量 8.0万 m3と記

録的な使用水量を記録 している0日平均使用量 臥0万 m3とは畑地面積 1,200haとして 6.7

mm/C‖こ相当しタ 同様に最大冒使用量 12.4万 m3は 10.0mm/dに相当する｡これらの値はポテ

ンシャル蒸発量より大きい｡-ツ瀬土地改良区では , この理由について,夏季における新

たな水利用法 として以下のことが始まっていることと考えている｡

その一つとして , 茶園での水利用として,施肥後の効果を発揮させるために十分な潅水

を行い肥料分を根に吸収させる方法が採 られ始めたこと｡その効果は抜群であるといわれ

ている｡この利用法はまだ一部であって,今後の普及次第では使用量の増加があると考え

られる｡他の一つとして,秋作物の播種前に,乾燥 した土壌に十分に潅水 し保水させ,発

斉条件,生育条件の改善をはかること｡且つ,地温の異常上昇を防止するために散水する

ことOこの水利用による効果も非常に大きいことが収量 ｡品質の両面から実証された0

4.畑地溶液計画用水量と永使用量の実態 ポテンシャル蒸発散量に作物係数を乗 じるこ

とによって基準蒸発散量を推定 し,この値に栽培面積を掛けることによって推定必要水量

を算定できるOこの計算を各作物毎に行って,その合計を求めることによって当該地区全

域での推産必要水量が算定されるO 徽)

結果を図に示す｡以上述べたことか

ら畑地濯瀧において使用されている

水量を､畑地かんがい計画において

用水量算定の基準 とされているポテ

ンシャル蒸発散量から推定される水

量と比較すると､使用水量を蒸発散

量から推定することは困難である｡

水使用の実態が補給潅概以外にある

からである｡

350.0

309D

250.0

.A.:･T･･l出
藍150･0

100.0

50.0

0.0

図

7月 8月 9月

-ツ瀬川土地改良区における配永昌

(使用水量)と推定使用水量 (且998年 7- 9月)

5｡まとめ (永利用の実態 と用永計画) かって,水源に乏 しく恒常的に水不足の 水̀'

条件不利地域であった地域に,いつでも使いたい量の水利用が可能になると,その使用目

的はいわゆる学習によって次々に増加 してい くことが実証されている｡目的の多目的化に

よる水使用量の増加 と,一方では潅水方法の最適化 ｡合理化による濯水量の減量が進行 し

ている｡さらに,天水依存地域であった地域では,濯親水の二次効果として地下水の補給

強化が生 じてお り,地域水環境の保全 ｡改善に公益的機能効果を発揮 している｡これらに

ついては長期的な追跡調査が重要である｡農業用水は狭義な濯概用水のみとしてだけでな

く広 く営農に関わる用水 としてとらえる必要があることを水利用の実態は示唆 しているO
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農林水産省構造改善局編 土地改良施設管理基準 一用水機場霧一 技術書

1999年 3月 農業土凍学会発行予定

:･･;:I. .∴:-.､･:::-.-.:十･'':I.:-;･.I:I.::I:.:･.:: ･･

周東磯場の管理を行うに当たって勘 頗承磯場地点及びその近傍の気象 8虎魚の所要項

欝に剖 1て効率的かつ密済約にデ-夕を収集 し,気象特性等を把嶺するとと亀を這 9敬承管
∴:::I,I:･.:一･･'J/:jl.:-iil十~ー:-:-ノ､∴~･...,.:::I-;l㍉ :-::11郎･-I/.;上 ,必要;三:苛lr-:二t･;5.I:二二h:三･:.:一丁二･十 ∴

切な場所に設置しなければならない｡

6.1 気鼻,水象の溺測

用水蔵場は逼転読作の日的から一般的にその稼働する時期 ･時間帯は不定期である｡

従って, 用水磯場の管理上必要な取水可能盛や用水量の需要予測のため,用水機場地点

及びその近傍において, 気象 ･水象の鋭測が必要であるO観測項目については各用水砥

蔓の水源の特徴や受益地域の水利用特性を考慮して決定するが,一般的な観測対象項目

･-&表-6,iに示す｡
用水櫨場の取水水源には河川,ダム,潤,調整池,水詣及び地下水があり,用水機場
の管翠にはこれら水源の取入れE封こおける水位 ｡流慶が重要な情報となるOなお,用水

磯場勘 取入れ口,尊承蕗 ,敬承磯 , ポンプ設備3 改水魔などから構成されるが,用水
畿湯の水位は吸水槽の水位を指すこととするOまた,取入れ口水位は関連する頭首工 ･

ダム等のデータを参照するO

貫に:I-他機関の班測デ-タが蒲,[=針できる畳合は,その活用を因るべきであるO用水磯

馬の管璽 (施設の管理制御については読一､-6t,?Jを参照)に関わる平常時及び異常圃こお

ける琉測施設及び観測回数の一例を哀-6.3,義-6.4に示す.ここで異常時とはコ渇水

時,洪水時二洪水蛮戒時及び予備警戒時のことをいうがフ用水機場の場合は特に渇水時

の気 象 IL正真の読測デ---タと用水職場管理施設の流測データが重要な意味を持つ.

また,収墓された気象 ｡水魚の観測デ-タについては,その地域の利水等の基礎資料

として整理集約し,有効活用に努める｡

なお,河川からの取水の場合,河川の流況については,必要に応じて土地改良施設管

理基準 (頭首工編)の規定に準ずるO

表-6.1 気象 ･水象の観測対象項目

-21-



義一6.2 管理制御施設における管理制御項目

管 理 事 項

対象施設名 監 視 親 御
項 目 センサー

取 入 れ 口 敬 承 位 束 位 計 ゲートの開閉

敬 承 塵 琉 畳 計機器動作 開 度 計 バルブの開閉

周 東 磯 場 吸込承駿 東 位 計.吐出水位 水 位 計 ゲートの開閉
(加圧機場) 鴇 塵 . 流∵豊 計 バルブの開閉

(土地改良事業計画設計基準 計画 廃業周承徳 劉 浩93よと湧日工引用)

義-6.3 観測施設及び観測の回数 (平常時)

観 測 対 象項 目 観 測 施 設 観潮の画数名 称 位 置 親潮磯幾 極 道方式*

用承磯場の ○○用太極鴇 ○○県△番地先 雨愚計巨 記永位計 毎日1回

降 水 盈 雨盈観測所 ○○用水磯場

吸水槽水位あるいは地 下 水 ノ泣 吸旗棒水位観測所 ○○県△番地
地下水 00県△番地 白さ己水位計 直送方式

水位観測所 あるいはテレメータ方式等 (非常時においでは義一6.4)

吐東榎水位 ほ 諾 調所 ○○県△番地 自記水位計

降 水 畳廃 品芸所 ○○県△番地(線審〇〇m) 自記雨盟計

取 水 愚 ○○用水微陽管理所 ○○県△番地 琉畳計

野 水 盈 ○○流盈観測地点 ○○県△番地 * -a

額 警 深 〇〇〇〇両盈観測所 ○○県△番地(額高OOrn) 南軍尺 少なくとも3月及び4月中に〇回

*伝送方式については管理施設と各観測施設の位置関係 ･デ-夕畳等を考慮して決定

(土地改良事業計画設計基準 設計 ｢ポンプ場｣ 技術宙P.515参照)
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義一6.4 異常時における観測対象項目及びその最少回数

観測対象項目 潟 東 時 洪 水 時 洪漉警戒及び予備警戒時

河川の水位 i日毎 i時間率 ま時間姦

降水選 1日毎 1時間毎 1時間毎

吸水槽の水位 1時間額 1時間毎 1時間毎

吸液槽からの務承盛 1時間毎 1時間毎 1時間毎

吐水槽の水位 i時間毎 1時間毎 1時間毎

注)各用水焼場の状況と必要に応じて観測間隔を更に滝くする｡

表-6J.に示す観測内容.及び必要性については,.次の通りであるO

(1)天候

毎日の暗 .蚤 .雨 ･雪等の状況を記録しておくことは,流出解析 ･環境評価や他の観

測値の点検の上で重要である｡

(2)気温

気温の観測は,異常高温,,異常低温,涜霜害の予報及び流出解析に隙しての画 ･雪の

判定3 額雪塵 ｡融雪畳の計算,あるい右よ蒸発畳 や蒸発散位の計算のための基礎資料とし

て重要であるO

(3)降水量

利水特に渇水時の取水 ･配水管理及び洪水時におけるゲート操作のための基本的な情

報源としてタ 降水農観測は塵粟である｡これに絵日記雨遜静を凋いることを原則とするO

積雪地帯では降雪畳の観測も重要である匂降雪霧の観測披 ヨ ヒ-夕-曹馨の雨澄計等を

用いて降水遠として観測し, 降雪量を降水量に換算するO

(4)河川,ダム,湖沼等の水樟 ･流鼻

河川タダムク湖沼等の淡位 ｡流塵のデ-タは, 取水尊の状況を把礎する上で重要であ

るO河川やダムから情報が滞られない場合や激白にデ-タが必要な場合勘 自記承位計

等を設置して観測を行うO

(5)敬承量

相承磯場寒轟の冒的として必要な農菜周東の敬承及び計画的な利水を行うために,敬

水量の把麹披必要不可欠である｡敬承量の算定法に勘 摺水魔に設置された水位計のデ

ータに基づき承環流塵薗線から算定する方漆や,周東磯壕の承位及び取入れ口のゲ-ド

開度から静定する方法がある｡

(6)用水磯場の水位

用水機場の承位 潤 承磯場地点の吸水槽水私 地下水位)の観測は,利水管理上, 洪

水時等の安全管理上重要であるO
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(7)揚水塁

用水焼場の揚水蓋を利水管壁 ク 配水管理のため超音波流塁計等にて測定し,原則とし

て自記記録するD

(8)蒸発量

周鹿管理 ｡長期流出解析 ｡承収支解析の基礎資料としてB蒸発量の観測は塵賓であり,

継続的な観測が望ましいO通常 ,標準蒸発計 (classApall)を使用する方法がとられ

ている｡蒸発計は自記水.泣計併設方式のものが望ましい｡

(参照 気象観測の手引き 毛利茂男嘗 (肘)日本気象協会 P.93-P.95〕

なおク鳥演や犬等小動物による飲水害,冬期の結氷による欠測に注意する必要があるo

標準蒸発計以外の小型蒸発計を使用する場合にはこ..標準蒸発計との対応関係を明h酎こ

しておく必要がある｡

(9)日射塵 ･E]照時間

日射宣 一日照時間については/n蒸発還 ｡蒸発散位の算定,周水管理,あるいは,水温

変化の予測等 , 営農上の参考誓料として役立つO

(10)風向 d風速

平常時の風向 ･風速は,環境評価や蒸発散位の推定その･他の賢二料となりコ 強風時のそ

れは瞬間値ではなく,ユ0分間平均値を記録する日記風南風遠計を設置して観測するこ

とが望ましい｡沿岸地域の樹園地の蒐合き台風等の強風による潮風書 く塩害)が発生す

る可能性があるOこれを予防し,被害を防止するため ,.風向 ･,恩恵を観測することが望

ましい｡

(ll)気圧

気圧(,･:･計測記録は,台風や低気圧の通過状況等の判断緋串として利用できるO

(12)湿度

湿度は,天気予想や蒸発責の欠測浦完,束完意位の算責に利用できつかつ異常箆憶注

意報の予報等に重要なデー一夕であるのでフ室長的な･二上帝とこして観測しノておくことが望ま

しい｡

(13)蕃雪漂

着雪襟は,着雪尺を流域内に龍数設置することにより｡春先の融雪流出量の予意に役

立つことが多い｡

(14)水温及び結氷

冷水障害が問題となる地域では水温の監視が,また,冬期結氷のある地域では措珠の

有無や開始終結時期等の状況把蓮が重要である｡

観測項目と目的の基本は, 図-6.1に示すとおりである｡

(15)水貫

永道用水あるいは工業用水といった都市用水との共同施設の場合は, 定期的に水質検

査を行い,水の安全性を確認するものとするo検査項目,検査方法については, 関係機

関と協議して定める｡

また,農業用水についても必要に応じて水質検査を行うのが望ましい｡
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利水管理に関する観測項目と目的の概要勘 図-6.1に示すとおりであるO

[官的ヨ E観潮項冒ヨ E観測機審〕

気象観測

虎魚観測

天 候

気 温 ･水 温

降 敦 盛

風遠 ･風向

蒸 発 盛

河川洗流渡選 一づ 河 川 流 量 ミ

凡例 :

河川 qjH

ダム等t'=三

吸水欄水位

温度計

雨量計

日射計 ｡日照計

風遠 ･風向計

湿度計

蒸発計

水位計
ホダム･網望油.湖 ･7アーム
宗○ンド

水位計

水位計

流農計

水位計

琉蓋計

観測項目間文は目的との関係

観測項目と観測機器

図-6.1 利水管理に関する観測項旨と削 t]の概要
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6.2観測施設の設置及び観測

6.2.1観測施設の設置-

:-:I::-'~:..'ニ'l∴it:: ～.=∴ー~■･･､-.~~ ､-･立 :'･､ ∴∴:ミ._:∴.予 ∴

I.:.L':工 ::･J:(.:::i-1･/:.主::I:;I.-::.媚 ∴巨.帆 _∴ :こ_ ･:了･ほ.-.斗 ∴J∴[:∵済 ･1,･､.I;-I.:_i~:㌦-.,工.･_I:.r
下のとおり選定する｡

:-∴ . .1:.:I;'LllL.-::･･l::LJ(･､～.三･一 :-r -~､牛 :I.1･.-. 1･.:' :!';二 .:.･':.:/I:: ~.

水屋等の時々刻々のデ-タはっ用水魔場の管理に活用するようにする｡

(1)水位観測施設

1)水位計

水位計は,フロート式又は圧力式等,構造が簡単で故障の/少ないものがよい｡アナロ

グ型自記記録計の場合には3少な(とも1cm以下の水位変化が解読可能で, かつ _,紙送

り速度が6弧/h程度のものを温おものとする｡用水寵場地点の河川水位が河川の計画高

水位を超えた場合にも対応できるよう,水位計は用水機場地点の堤防高さまで完全に記

録できるものとする｡

また,水位計の設置に併せて水イ立記録の点検用に量水樺の併設が必要である｡

用水機場の管理上必要とされる水位の時々刻々の情報伝達は ブ直送方式又はテレメータ

方式等による｡

近年は電子機器の進歩に伴い,メモリーカード,ICカ-ド,メモリーパック等各竃
の記憶媒体にデータを記録し,パソコンでデータを整理する方式がかなり普及してきて

いるので;こh.らの方式を併用するのもよい｡

2)設置場所

用水鴎場の水位の観測は,取水による水位の影響のない場所,上流からの流入水の影

響のない場所,風波の影響のない場所で,管理上都合の長い壕pTrを選定の上ク原則とし

て量水塔を設置して行う｡

取入れ口の上 ･下流に河川水位の情報を得るため-こ水位計を設置する場合も,原則と

して爵水域を設置して収納する｡ 上流における水位琉判は?周水駄頃地点での流入塁の

予測に活用できるようにするため,なるべく時間的余裕が期待できる地点で行うQ水位

計の設置場所の選定は,テレメ-タ方式等に都合のよいという点を除けば｡ 通常の河川

におけるそれと同じであるoすなわち, なるべく河道の直線部であって,河床勾配の安

定している断面変化の/i)ない場所 っ 土砂の流入の少ない場所,取水による承.位の影響の

ない場所,常時流水のある場所及び維持管理が容易な場所 (道路近傍であること窺ど)

を選定すればよい｡
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(2)降水量観測施設

1)雨 ･雪主計

雨量計は,0･5mm/1転倒又は1.0mm/1転倒の転倒升式雨量計が望ましい｡現地で自

記記録をする場合の記愚計は,自記紙の紙送り速度6mm/h程度のものとする｡メモリー

カード,ICカード,メモリーバック等各種の記憶媒体にデータを収録し,パソコンで
データを整理する方式を併用するのも-つの方法である｡

時々刻々の情報伝達の必要な場所の雨量データの伝送は,直送方式又はテレメータ方

式等による｡

雪主計としては,ヒーター付き雨量計の使用が現段階では最良の方法といえる｡考量

計を讃雪尺と読み替えることもあるが,綿密な計画に従って涜域内に多くの額雪尺を立

て,頻繁に踏査観測をするのでなければ流域内平均降雪量の推定精度は穎問である｡し

かし,これらの観測値は春先の融雪流出量の概略予想に役立つことが多い｡嶺雪尺は,

気温と降水量から推定される讃雪量の点検用を兼れ 雨量計の近傍に設置することが多

い｡

2)設置場所

用水機場流域の東城降水量が的確に把握できるよう,地形特性,降水特性を充分考慮

して,観潮施設を設置する｡

雨量計は,特に風の影響の少ない場所で,建物や樹木等の影響を受けにくい場所に設

置する｡すなわち,なるべく平坦な広い場所の中央部に設置する｡高い建物等の近くに

設置する場合には,その建物の高さの4倍以上離すことが望ましい｡

また,将来の開発をこついても瀦査し,長期間継続して観測できる地点及び観測所の維

持管理が容易な地点を選定する｡

(3)取水量 (揚水量)観測施設

1)洗量計 ･水位計

取水量 (揚水量)は,用水端等に設置されたフロート式水位計,圧力式水位計等によ

る水位データから水位流量曲線を用いて算定する方法,用水機場の水位と取入れ口ゲー

ト開度から算定する方法,あるいは,用水埼等に設置された超音波流量計,電磁流量計

等により計測する方法がある｡何れの方式を採用する場合にも,所定の流量糖度が確保

できるとともに,維持管理が容易な方式とする必要がある｡

なお,水位計で取水量 (揚水量)を観測する場合には,水位計の仕様は(1),1)に準

ずればよい｡

2)設置場所

正確な取水量 (揚水量)を把撞するため,線量観灘や維持管理に便利な地点を選ぶ必

要がある｡具体的には,断面変化のない流れが安定している地点,観測計器の点検整備

の行いやすい地点を選ぶ必要がある｡

また,水位淡量曲線から流量を求める場合には,下溝水位の影響の少ない地点とする

必要がある｡
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(4)気温観測施設
融雪塁解析を行う場合等に必要な気温観測施設も以下を準用する｡

1)温度計

温度計は,原則として通風筒式の白金抵抗温度計を周いることが望ましい｡気温測定

は , 受感部の空気以外との熱交換を除くため,通風筒あるいは百褒矧等の過当な日除け

をつけて放射熱交換を防CL必要があるO

?,)設置場所

気温の測定高度は地上約1｡5出とする.気温は測定場所の地表の状態や周辺との位置関

係に左右されるので注意が必要である｡具体的に勘 測定地点として勘 定物や樹木等

の日陰にならない水平な場所を選びプ芝を植え〕時々刈り込みをして短くしておく必要
があるO

E参 考〕水管理制御方式技術指針 (観測設備編) :樟造改善局

観測施設の設置場所等の詳細 こついては , 震音水産省積造改ま昂制定の ｢水管畢制御

方式技術指針 (観測設備編)｣を参考とする｡
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6.2.2観測要領

観測要領を義一6.5に例示する.この表において最小単位は,通常の利水管理を想定し

て定めたものであ り,更に詳細な硯測精度を必要とする場合は必要に応 じて運用する｡

なお, これらのデ-夕整理作表に際しては ,観測時闇や最小単位は明示しておく｡

義一6.5 気象 ･水象の観測要領

項 冒 観測時間 最 小 単 位 備 考

気 象 天候 0-24気温 9 0.1やC
最高気温 0-24 ノ′

最低気温 0-24 〟

日平均気温 0-24 〟

降水量 9-9 1.0mm(又は0.5mm)
〟 0-24 〟

蒸発貴 0-24 0.5m (又は1,0乱m)
日射量 0-24 0.1W/(扉d)
日周時間 0-24 0.1h
風向 9 16 方位
風速 9 0.1m/S

0-24 〟

気圧 9 1,Ohpa
漫度 9 1.0笈(果はO.5%)
番雪深 9 i.0cm

承 象 用水磯場の水位 9 i.0cm 注)但 L,,河川
(貯水畳) 9 i,000m3等 管理者との協議
敢水量※ 9- 9 0.1a13/S又は1,000m3/d に伴い清廉変更

等,最大貯水意の1/lナ000 される場合があ

河川流慶 9 程度を目安として定める0.1m3/ら B o

水温 9結氷 9 0.1○C

その他 天気予報 気象官署の予報テレビ等の報道
驚報

※は有効数字2桁 (又は3桁)で表示する㌔
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E参 考ヨ気象 ｡水魚観測デ-夕の整理蔵式の例

気象 ｡水魚の観測データは, 将来の用水蔵喝管聾や各福の計画の基礎資料として庵め

て有用なものである-i)5ら ,例えば,次のような要領で利用しやすいように蛮習しておく

ことが望まれる｡

J･･∴ :::･･二'て:･/.･･･､､-:.:::･う. ･､･- .'∴!､･､ i--,一 ･･-I- .㍗-:-:一･.!=:

られるので,フロツピ--ディスク等にデーノタを民寄しておくことも有用である｡

毎日の鶏掛値等のとりまとめの例として..

様式-1 OO周東J鮭慣 管:嬰Ei報 (例),
様式-2 00用水磁場 管理月韓 (例)

に示す｡
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L'./:'∴ 一･･･. ･rJl-I.)苧ユ∴:I'･･'題 .'-丁.I:-i:3.r-圭重 く宣言),1

年 月 日 ( 曜日)

時刻 気温 降水盈 敬承槽鹿蔑 敬承櫓旗艦 十 十① 自薦流入量⑳ 取水◎+㊨ ｢竜 虎 選 備 考
∵ 十 + ∴ 盛 底 盈商 幹だも且 幹線望

○C nm/h 親 臨 n 瓜 d/s a/a ELI/S o'/s Ell/S
1:00

2:00 I

3こ00 ! 竜 毒

ヰ:00 i

5:00 i
6こ00 】
7:00 I
8:OO i
9:80

10:00

ll:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:80 冒

18:00 i I19:00

之0:00

21:00

22:00 ∃
23:00

24こ00

Ha二 .C m/玩 a Bt 帆 隠 Tnt/S nl/a EIJ/S 鵡 i示去 日義太 一最高

鮎 ○C 皿ー/h 也 in 為 m oi/a n'/S 毘'/詔 EL]/S mソS 日忠小 寸母低
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〔棲式 -2 00周東機場 衝撃月報 (例)〕

年 月

日 気温 降索盈 蒸発盈 吸永槽鹿位 吐永帽水位 揚水盈① 自然流入選㊨ 取水員 寵承 盈 # *意低 盈圃 環低 鏑 ①十③ 幹線ユ 幹線急

甘C 幽jd Elm/a 也 也 恩 盟 ×10独 J/也 ×邑80馳'/也 x1000zi'/也 米1000aJ/也 xi8独'/也

1

2 i

3 i

4

5 i

6 i

7 ～

8 I

9

10 1

まま
12

13

14

且5

16

17

18

ヱ9

20

2日 I

22

23

24 ! i

25

26

27

28

29 _________i_

30 i

31 i

H ℃ 遜n/i m/a 払 m 皿 盟 YlqOO5'/ x1000a'/也 汰100Oa'/d x畑 ぬZ/d =xlOQ軸./也 月盛大-盈轟

配n ℃ Bin/a 忍m/a 隠 盟 鼠 汲 x【oo他}/也 h:i鰯0盈】/也 x!ooon'/d x1880a'/a XlDOOL{JtJ 日量小.最低

AVe ○C 地′d Eua/a 也 毘 a 迅 xlDO触-/d xlCW3'/也 牢_1伽B'/i XlOOOq一/也 xl80由 弓 月平均
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6.3河川流況等の把軽

6.3.1河川流況の把蓮

.-I-,:.∴;ll-'･.:I:-ll;/:(_∴∴.:/･.･･'.I-::､ 一･:I. :芋∴､河 '1:./.:.∴..I;::~‥,.工 1.･1.I_..~･,I;.
[/･J,:-.-t･:'工-:./,:I.,.-･一亘 ~J･:･･::I -･了 :-,',.･,.守-√ミ~-:∴ /--/Il:i:･･:.: ::∴ ･/ ･.

:I,づ■′:-/管;･_.I/i-､十･∫. .言 ∴ ‥:,.:･/∵.'r:I.:∴T!叫 了T:･...･-I.._∴Tt,_:I,･,I: .､.守::･

一･テ議.,:::I:､･I:::'､･-..-′.j;I-,,-･ 早′∴ -.i-I.･..HJJ･二J::,･二言-.:i至.う. :二:･-I;:.'工 ∴ =:･:,.

一一十 ●･･/::･二●:-.::1-･.､･∵･:･･=･:'･:::早.:-･･I.I.lJ･∴三 .･ ∴･. I._･ :,I:i∴一･∴ ニ_ .:)..

･t:;I::酢.ll;●.I:.:-･{_.:･-､●･･_こ.･:享!:I-I:/./;7･･.∴●I.'･t-'.･三:捌 ､∴- 1,二':＼卜‥ここ∴一,･ ､･二:日:I..:::･∴し二::･･:.I

潮等の掲載が必要であることは当薫のことであるo

j.)河川流況と取水可能票との関係

'｢!./･ ニー:･三 ~̀い=-~∴ /. ･-こ - ･･.∴/:･･ ･･ .･::巨.∴
/ ･=/･､一･.て~ . l~-･'･･ ･~･ . ･･∴_･~･.一･･∴ . . ･ .一 ･･;

:･･~ ･ ････ 二･ ･ 一･､ 一 - ~･ ･::､

刺 日の涜裸は主餌く嘗 遥上言巨富に三三喜な意味を撞 っ｢:い る｡
岩き河川流況と済漉磯磯節藤餞壌況藍療関係

. _-.I. : _ ( ･

･二守雷 に請Lt,･1℃鼓京Ip･:;__:;∴藍/:書く意与｡工亙量主㍉JL::.7_j;I_と㌢二な 去軒 T :'新 里こ勘 阜:_r案蔓∴;I/≡釆璃 加
∴TTロト宣圭封:轟肯;I;∴卜II言i蘭:･i_:.::;I::::=LI-.,苗品烹ら正:造 詣.I:i圭三定二葺 這 韻 亭 rit二宣 燕 前 言

七育種三克つっ

圭1∴:]二扉汚擬の河川法二二圭阜音場宇刊

'1'エリタ:ノ･iTモデル

義盛流出解析波底資源計画率瀦肇j凋艶画数蜜を這利潤姦 ぬる匂最期流 出 解 析 竃 捜 畏 観 閲

耳チ--,:I-1壱対義にし言責古によ-It:i-ご恵こし;::･二手以1,_T議遥遠藩掠す意こ と も 論 ;,i ,｡ こ JJl よ

うに昆覇にまったる流出議,i)遠藤静するた払 降水だけでなく衰発表も考).aす:='C蔓 に ,,

冬期に奄雪が見ら遥1る流域ではフ二番雷 ･融雪も対義にするO

タンクモデ]吊ま,菅原によって譲轟されたモデルであり,おが.LEjにおける代表純な長

期流出解析手法の-つであるOこのモデルは図-6識こ示すように,側面にiJ･tv?J個の流

出孔コ底面に1個の浸透乳を持つタンクを直列にいくつか並べて,河川流量を求める方

法である.長期流出解萌にはヰ段塑タンクモデルがよく使われる｡
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a2->Q2

･I--二t: -

∴ ~1 -- -∴

図-6.2 タンクモデル

流域降雨は畳上段タンクに注入する｡第2段以下のタンクはブす母上のタンクの浸違

孔からの水を受ける｡各タンク内の水は,一部は側面の流出孔から外部 (河道)に流出,
一部は底面の浸透孔からすく下のタンクに浸透する0番タンクの流出孔からの流量の和

を河川流最とするO

暗天日には蒸発があるが,これは上段のタンクから優先的に差し引く｡

またっ側面流出孔さま底面よりも少し高い位置にあるQこのようにしておくと,晴天続

きでタンクが空になっているところに, 小雨があってもタンク内の水は流出孔高には達

せず, 雨水は下のタンクに浸透してしまい計算商量は殆ど増えないOこれは,暗天袋の

雨水披地中に浸透した後 , 地下水となってゆっくりと河道に流出することに対応してい

る｡

このモデル披 ｡櫨数段のタンクで流域表層条件を表現していることコ授数の側面流出

孔で降雨 D.流出の非線形性を表現していることなどから, 長期流出にはよく過応すると

いわれている.｡
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(2)流出計算

'＼●二･:.I.-Jノ:･-･-;:∴-:!'･.∴ ::'~･一一･･ ~三･ _l:_. ･∴･:.TT-ニーー ∴‥∴.一･..‥∵_･:ド

∴+･､.'ト ー′;- :,-:･';-::‥ ∴ ･･･.･.･ -･..::-:-工:1.I./'･ト･･: .:･I/ -,I/～ ∴ -:Jl.

･､､1--ト･一･':･.-I-~-L.∴ ,･こ∴ .･･ :I :::I:･. .I:;-･･:･tT.･･.･･･卜I'･･､･:I/十 .

する｡

日興燈の農期流出解析習勘 計算の単複時間&七もユ日とする｡流意 ◎病魔 ¢蒸発盛

･十 三五!:･.･-,::I;I.:;i:､:'･L-;'{:.･L.'1㍉:=̀.､::い､ I-I,,:･'.I.:::･･:I.･i;-I:l･J.甘 ･:_:I.一一.~(.‥ .I::.-~-㌦-:二.'二･
順は次のようである.

①第 1段タンクの計算

'･.'･トド:lt..:I等).･､∴:.-'････:･･3SL,･:了リー':あ∴や ~ニー'TII.I,'･:I.).:;rl:,:17::':二言 _I=い ･Illr-//言‥･iTr.････_. :'二;_li三.
の第1段タンクの水深li｡(nn)は,

Hn= h｡_l+ rn△七

また無降雨ならば, 当日の蒸発量E｡(Elm/d)を用いて, 次のようにするQ
Hn= hn_I- EnAt

②いま図-602のように3.語れ>芝目 +2;工2とすると,この日の第1段タンクからの流
出畳qn(Bun/a),浸透塁pn(m/d)は次のようになる｡

qn-all. (Hn…zIJ-Z12)+a12･ (Hn-zl2)
p｡ -blHn

このpnは,その日の第2段タンクへの供給畳であるQ

③従って,この日の残高hn(mm)鶴

hn =Hn-qn△七 -pn△七

④同様の計算を第2段以下のタンクについても行うO

⑤各タンクからの流出高qの和をこの日の計算流遍とする.

⑥次の日の計算を行うために,rl.,->(I).+1)として,①へいくO
なお,上記各式においてゴ△七=:i目であることからフ/.-).-:_-,の記号が雷鳴されている

のが普通である ｡

上述の計算において,.無降雨日が続 き コ墓上段('Jj.-Jjt'(漢がEn△七以下又は0になったな

らば,不足分は第2段タン'>から差し引くO第2段タンクも空になったならば コ不足分

は第3段タンクから差し引く,a - ･3 と蒸発蓋が不足した責はそのす(<･下のタンクから

順次差し引くようにするのが一般的である｡

(3)モデル定数

タンクモデルの未知定数 (図-6.2参照)には, 流出孔高三11-Z3)流出孔係数a31

-a･･" 浸遠孔係数bI～bコがあるOこれらの定数決定を自動的に行う方法もいくつか提

案されているが,実測ハイドログラフと計算ハイドログラフを目視で比較しながら,読

行錯誤時に洪めてもよい｡その際,以下のわが国山地流域のモデル定数の範囲あるいは

標準的な値か参考になる｡
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山地流域のモデル定数の 嬢導的な値

ZllZl吉富 2213a一l 霊夢

a i2a 2a S二十 絡

な:?写 , 流出孔 .:浸透孔(lIl係数はi以下の正の値とし, 各タンクについて流出孔と浸達

孔の係数の和は ]_.i-I.)/Fにする｡これらの孔の定数迂下段のタン/:7ほど小さくするのが普

通であ る O

拍)蔚 蜜 長 ｡融 雪 三直措定

黒雲L勧山草 付 近 か三〕起こ:i,上 寺えら.豊1;盲がノこ高を註濁す'･去ため温墨壱葦高に応 じ71_:

尊地帯を這骨をす3番 地 帯澄気 温 が 串 O農を養える蔑馴ま爾汝』篭絡泰盛 を取 短扱う⑳這め撃

嚢蜜 昏融雪蔚畏健的恕計 算 芋 腰 を渓既 の 逸 哲習ある母

音雪 .;I.1･':.rT:I-宣 :I;_･fi畜鮎 .L;/-ir-_j三宅打ノ;那 :-::-+ ∴宗 主圭 嘉 か:Irl:ビ杏 :::I:i轟 蟻 ㍉千草:等.::,:.(_;L fllI一 ~1: ∵II.i,:∵L=IL.て-､

澄 ?Li.:.:･-;I:三辛 :.. .字再三言草亨:I.手車潜 寄 掛 緑 烹 工学 卜平均嘉島で言 Ii笑子す.7=.･:

T｡- 上告.,i.∴ 十 Tユ､i宣 ラ I_/J'三 .I.7,汝 .3:'._'ニ 卓上 yhln∴ ÷ 二､二3言 1∴ 亡,irL

こrl"I.l･こ こI .i: ."L｡ニ:フ T｡､ヾ_n:気 温 藩 主献 品 蓋に お けるヒ素高瓦七日ヨ工接云云/温こ,

(計離れこt;,=薫 平 均 気 湿7㌦ 咋 )-/-a･求壷./171藍=,.｡な克 : T 燕 二謹言ここ-1:'i:r;上面 毒-:㍉ 告 工 1､･11:.1に

Tk==･To-OBS.(i.'=-･一･Lo)!r''iCILl

Ⅰ..=,.::霧k地旨平均標高 (孤)JL｡ :気温抗測二i融京藻高 毎_ラ
T】;≦OdC･ならは④にいき,.r,1:lt>rJQCならば⑤にいくLt
L::.:-::-･･･ ∴I-,{r{..A . : ;;(.=･:I:.ソ:･､ ･∴●二㌦ - ト∴- ･.･ ､

(S!;+rk△t)ヰ sk

次にっ雨rk-+0,融雪量mLLI-,･0と置いて,⑨にいくO

･5_,トパ･-･IJを..I:-i,::Hi〕/･T･=.lr･L･･i.:.‥ミ:･i.,'･.:./･.Tミr､∴_;:TF_I-_J･ニー, ･:--:-､∴●-･:･･
mk-βTk + r kT!i/80

ここに,βは定数であり,β-6としてよい｡

⑤-皇 融雪により額雪慶は減少するのでB Sk≧孤 瓦△も怒らばタ次のように匿い竃から
⑥にいく｡

(sk-mk△t)-i sk

㊨-2 sk<mkA七ならば,m扇こ見合う磯響畳がないので,次のように鼠瓦を頭打ち首己
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してから⑥にいく｡

mk - SIS/△t, Slこ=O

L:､･一･･･J.I-t･;:-,十･-:='_ ∴ __-:.㍉∴:I-_ : ･ ･_.::

･Th-:-:'､′ ･･′Ll1~･･-:･-･･.･･L 了 ~∴ ~二一1'･･il._,I:I.i-:,二･･ミ :.i-I･.･∴こ
の面讃割合wkを周いると,次のようにな るo

4
r=_∑wkL.(lrLk+ml:)女=1

⑧このr･を用いて, その日の目流出高を計質ずる.

r､･･-,､･･.I:･t':i./:I:.｢.∴~:･ -∴ ∴ ･(..∴･.Ill _ /::- - ､.

摘き職域終演慶 や蒸発盈覇擢寛

一~ -･ ･一･･● ::.･･'･; ･~･.･･~ .-:I I ●■∴ t_ ･･_... .
~/' ざ･･!/.II :･!- 一一 . ･ ･∴ ･..: 二 :. .
- ■･ ･､ ･ 一･ ､ ･ -･･ 一･･ ･ .
‥ ･ ･ 一･ ･ ･ ･一 :~ l . ･･ _ .

日航ijIIl,T較 京王よ;j†緑埼 :)替 く.;塗付 浸しに宇壱{,,:;/.;1ttうしないt,_フ東収ま藩主_･L7つない

手書 f･L::,･齢 tlil:玉 章貴 立頼i:∵ Tly./I;pi:済烹:-:ミ:;]喜喜､㌫L/:,端'i!蓋しに･,工′膏で､丁_誉丁言7.-L十呈;萎yll:
一 一 ~ - -_ 一一 一一 ●

丁目,二T 十十 :T~-=;1jtl./-iI-i_:･･工 .㍗-,､い-rh

鷲::';:.i:tl賓平均元試買文芸 ミニ:;jp;チ .I,万 号箪水芸::】;I..S二⇒.略立
･-=ミ_) .:潤 降水長さ三:p･･hl坤'',i

二言ミニ.?亙千三三位素発,紅 _革野寺工叫.F;右こ震づ三言,,n ∴下目 i':I≦ci･:pく工 や言賃,_=-;:慕.享三言.

また,音譜衰嵩ニi:I_lI-I-,:;-筈･烹阜:i-I;::'r!∴雪空〕!豆三させにさゴ二言 蛮 1.二二…薫殻泣%-:I.代用して童',=i./.:立

藩完故症の;jrJII::寛にLi:::;?:.手LO二::1..7.TII,,～-ll,.-,.i.:yl.'･-,1-∴･てこL::,-:二ラ音亨 軒 工に■工巨豆,I.=ヤ ツキ上 丁,∴こi音

が養:-iSt,

6ユ3嘉発散曇の推定

斎薫敬三は永文箱環に封･､､て重言な雲三石上 寿;i述(己蘭出所請に英誌鋸さl;顔;)でな ･く,

用水事業計画においても孟宗な憲犀:三拝Lブ(∴‡;I:.土地改良憲夫詣i･画設計基箪 計画 表

荒将.廓 il'.7,:(可)プ同(煤)(Jj中で詳細に述べられて号一･､ト愚言ニTI1.-.1計画基準では｡ bh/,Jがい基

準年についての蒸発散責を基準義貴書宝と烹議しこ.これ壱Penman蒸発位に基づい

て算定することになっているOと･=_･うで,:f'/'F一宅,7Jji巨窯rJj蔓である固場での蒸発散崖の指定

は,利水菅畢上Ej々 変化する気象条件に対応して変化する必要水量の推定をするために

重要であり, また水管蔓に轟橿的に活用すべきであるC以下に,蒸発散豊の推定法につ

いて述べるがフ推定に必要な気象デ-夕はE]射塁 , 気温,湿度,風速の4項目であって⊃
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.億 -:~…∴Z∵'.･L'言こl!.I:こ .･t..･ ･･-I:･･.:A.∴ _~･~:L･..十 ~~.二､-､-●: I.･.:･~
/-･日､J.言-:･1･':,I:T--･~ -∴~-:･一二一:~ ･-I-;~ .::､･-I-_～:･.:l･: ~∴∴
違詰票も利用できる｡

(1)蒸発散位の定義と推定法

:.Ll≡l･:-:･l.J=日.へ.:了.:_:.IHrLl.･:I.｢=:-.､:･''.::̀∴二.~I:.･.l=:..･∴::-.露./'J!･:‡日;:-:･･一･.'･ニー;:､.
気温 コ 湿度,風速デ-タに基づいて算定する方法を韻唱したoこ(Jj方法で簿足される蒸
発墨がPenman蒸発位あるいはポテンシャル蒸発量と定義されているo

L:_･,･_7:.T;二･:･･-::I._･膏 ;い･;:.工 _:lJ ･∴∴ ∴::,::-･.-:-I.::-1I::.--I -ll/.:L,:.'三,I. ∴ ._
に地表面を覆った草地からの蒸発散塁を推定する式が提唱されたOこの修正Panma
n式により算定される蒸発散塁を蒸発散位あるいはポテンシャル蒸発散蓋と定義してい

る｡

蒸発散位の推定法にはいくつかの方法が提亮されてきたが】現在最も一般的に採用さ

れている推定法は修正Penman法による･ものである｡以下に,修正Penman法
の概要を説明するが,以降この修正Penman法 (式)を単にPenman法 (式)
ということにする｡

(2)Penman法による蒸発散位の推定
Penman法による蒸発散位の推定には, 日射量 , 気温, 湿度 , 風速の気象データ
があればよいO日射責データがない場合には,日照時間のデ-タからEl射塁を推定して

行うこともできる｡Penman法は熱収支法と空気力学的方法とを組み合わせた方法
であるためフ 組合せ法とも言われる｡Penlnan法による蒸発散位の推定値をET｡o王lと
すると】ET,… (皿1/d換算値)は次式で表される｡

ETpc-,t= △
A+γ

ここで,A

γ

L

Rn

f(u)

Rn-G

I-ll-: ∴ ･ ~- ニーL

:平均気弓監における飽和水蒸気圧曲線の勾配 (hPa/oC)

:乾湿計 (サイタロメータ)定数 (hPa/oC)

:蒸発の潜熱 (MJ/kg)

:純放射量 (HJ/nZ/也),G:地中熟流塁 (MJ/nZ/d)

:風速関数 ,u:風速 (孤/S)
例えば,ど (u)=0.26･(1.0+0.54u)
e,-e｡:飽差 (hPa;飽和永森気圧 (es)と水蒸気圧(en)との差)

但 し, ここに記した単位の取り方, 風速関数の与え方は一例である｡

△,γ,L及び飽差(eヨーea)は平均気温,湿度が与えられると求められる億であ
り, 地中熟読孟Gは通常Rl､と比較 して無視できる大きさであるO (一般的にG≒0)ま

氏 ,純放射豊は,日射豊データから計算によって推定できる｡
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以上のことから;,Pei･im乱n法による霜葦鯨泣の 推 定は,現在では通常行われてい
る気真読調で苦られる日射責,気温..浬度,恩迄の気蓋 デ ー封 こよって可能になってお
し･･一 ･:.:1..､ ､･■..... --'言 II- ･一･十･∴ ∴ ::-:~!'/二J:∴:.

義発駄泣の窪寛厳を得ることができるO

(3)蒸発散塁の推定

∴∴ .～:.J.I:'L一㌧ ._I･.:l-':.:..～.･.II.1･･こ∴.li-∴1.･.:.:･ .･二}::･.:.-I::｢ ●､.･･･.l･.I ,I/r

_･･:-~ 芋 :':-:二､.I.rI･H.)･:-I. :I...I-:工/i':i::∴ .I.･-:.∴ ∴ :･:･･･ ･･'/_:.!:一十 _:･一･一･ ●････∫:I.‥

L-ノ∴∴ ~:一二ミ■ ∴ .:I-:I.:I-.日 ･∵､主~.･丁十 ･.･. I-.1.･･.･:~･･I-I:-ニ′∴-…I.I.:.:i.. .昌 ,
の符性と圃場の状態による音譜を作物係敦で表し, その轟として蒸発散壷を推定する方

法が揺られているC

蒸発散塁 = 作物係数 x 蒸発散位

従って,かんがいに必要な用水量を推定する際に,この気象条件から蒸発散位を推定

することは今後の用水魔境の管理上必要不可欠な業務になると考えられる｡

この蒸発散位と配水量の実態の一例を図-7.3(P.53)に示しているo

(4)Penman法による蒸発散位の推定プログラム
Penman法による蒸発散位の推定計算プログラムの一例を以下に示すQ

Pen Tlla n法 に
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･i:(273÷TA)LIz*(i,22等SRO/SET-0.18 )/23.4

250RN=(i-0.2)*SRO-AU陀
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260RN=0.72ミくSRO
ZワoETP=DEL/(DE -LIGAlf)沌N

+ GA:1/(DEL十GAn),::FU::/{DVP
280ETPEPtT=ETP/RAihi*10
290 PR王NTTA,昆H,U,SROTETPmJ
30Cbi.PR王ilIT'.i:A,R払U3SRO,ETPEN
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:風速関数

:純放射量誰定式が得られている場合

:有効長波放射

:純放射塁(77tJ/ENd)

:純放射量(HJ/n12/d)
:ET｡gn(cat/d換算値)

--:
-

I:
I

:
-

三
幸
:

-
I
;
二∴

純放射量を大気外電詰El射量のデータを用いて推産する場合を示しているが,純放射

量推定式 (260)が得 られている場合には j 大気外電読日射塁を用いて計算する必要はな

いので,110の SRT=0とし,240,250の計簿を省略する｡
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(5)蒸発散位の計算例

:.こ∴.ミ三.了-:.:∴言 .(.二/:言･:ll十一._日日 - .卜･.: ,'･-f=..: - .ド-_
阜/L.i.:I:iL:/. :':I.L=:ノー･･一°ニ1-LI I::: ･･ ~ ､ ･･_ ･ ~ -~ ~~.巨･!,
:;:-/:､∴:!･.工､･∴ √~一･･/~●一_･:- ■･ ･一 ･･1 -..･ ･:･_∴..-:･.
∴ニ∴ ･l'ニー'･~･. .･ -/:!'-･･:I :I,.∴ ●.･･･ ∴ /:･:.･ ...て.､:こ･..一十 :

充分であるので,1時間竜のデ-夕を書己'線 -鎧寄できる親測システムを軍紀すjiL吊まよい

~1一一∴ . 1''j-I~./一Y i.. I''‥/･､∴ 了:.罪/--･･･二∴ ..こIJ､､∴ ∴:/遜'∴i
I:I- ･､‥∴ここZ:/ =!/i_㌦. ･. ･､-"r'~.∴こ､~ミ_,/,;;∴､-:I.::'･=t立:,･.A;L;l'･･ .I ･･.
データに基づく計算結果を月韓として整理した一例を示す｡
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純放射塁をこの日の大気外翼論日射量 (Lill.8こき持/fLi71'cuから撞.I.%する場合
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:歯頚轟披厳封

:班放射塁 (肘/扉/a.)

･:=大気外理論日射塁は望論式若しくは数轟を参屈して求めるD
:純放射量推定式 柱u/mZ/d)
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:ETpenl(第1項)

:ETpen2(第2項)

:ETpen(皿/d換昇値)

270ETPl=DEL/(DEL+GAH)*RN/RAM
=2.255/(2.255+0.66)事19.58/2.43
=6.23

275ETP2=GAM/(DEL絹AM)*Ftl*DVP
=0.66/(2.255+0.66)*0.611*11.21
=1.55

280ETPEN=ETPl+ETP2
=6.23+1.55
=7.78

以上の計算結果より,Penman法による 1994.7.12の蒸発散位は 7.78皿m/dとなる｡
同様にして得られた1994年7月の計算結果を月報として以下に示す｡
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用規則に基づくとともに,水源の状況と受益地の営農状況等を考慮して適切に管理し, そ

の記録を保存する必要があるOまた, 渇水時には受益地内部の詞達及び利水者間での調整

が必要となることから, 水利協議会,施設を共用する他竃利水者とで組織する承利調整協

議会において, 更に他の水利使用者とで箇成する水系レベルの節水対策協議会等がある地

域では,当該組織を通じてあらかじめその対応を検討しておくことが望ましいQ

7.1 取水管理

7.1.1 取水調整

農業用水の取水に当たっては ,水利権の範囲で行う必要があるため,年間取水計画を

作成し,これに基づき取水するO

取水を円滑に進めるためには, ｢4.管理の組織｣で述べた管理組織による指揮命令

系統の確立と権限 ･賛任の明確化が必要である｡

他の利水使用者である農水 ｡上水 ｡エ水等の利水者との調整が必要な場合には代表者
等による水利調整協議会においてコ利水者毎の実情に応じた絶滅体制を確立し,取水調

整を行うことも必要である｡

適正な敬承調整の方法は ,遠配水システムにより異なるが, 地域の状況を充分把握す

るとともに,取水量 ･分水塁の変化における水系全体への影響をも考慮し,適正な取水

調整に努めなければならない｡

取水計画に基づき円滑に取永管璽及び配水較作管理を行うためには, 各良家がルール

を厳守しっ給水栓等の取永操作において過大取水とならないよう,充分な自覚を持って

行うよう指導を強化する必要がある0

7.1.2 取水記録

取水に関するデータの適切な記録,整理及びその酋額は,適正な取水管理,設備の維

持管理に不可欠である｡また,ポンプ運転記録は, 設備機能の経年変化の傾向把塵や点

検, 整備に当たっての資料として重要であるO

しかるに,ポンプ設備の大境模 ｡自動化及び広域化により, その施設の公益性が高く

な 日 夕 故障 ¢参政に鋼する倍額性が近年益々重要となってきているOまた,必要魔力の

消費量も大きくなってきており,長期間にわたる効率の良好な維持が必要となってきて

いるoこのため, 常時監視状況を記章に残し,設備の機能の揺年変化の傾向を把蓮する

とともに,故障発生等の予知が可能となるように,施設の運転記録,振作状況の分析を

行い,維持管理におけるトラブル等を最小限に押さえるようデータの整理を行う必要が

あるO
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7.2 配水管:哩

7.2.1配水の基本的考え方

虚業周承を有効に利周ずるため, 気象,虎魚等の状況を充分把盛した上驚 き かんがい

及びその億の水利周の状況を考慮してタ 遜感な承慶の資産的供給を図ることを配薮の基

本とする｡

盛宴な永盈とその配水を二関してタ 恕-?｡iに永利周の彩態と配水管選との関係を示すC

=:-I.7J-･l:.{二攣.L･T:あ}:.;I:持 1_:..:I-.:粍 ･',:.;;:;十･.::.j-A,,:'一∴'l'::･- ･･'JJi･:･∴.:∴ii･･._､･;.I-･トt/_弓

1㌦ :･J･._=::二/_'I･-･･'_3':I:,｣､●-:･:-I:IJ'LV:;:三･卜 ‥ 三･二t;.: ':･'･::･･?_::･､i_,-･N./::∴ ‥ミ十∴･'･:､十 ･臣..

あるか哲か, 供給主導型であるか喬要主導型であるかによって大きく異なることにな る 0

,Ill;I.',I::/iL'･:~･Lf=-:::_''::--/'{'.'t.･. ∴軍.l･:･･}!:I.://:,I..:-･::I:.-::.I .+:..:工 で･･,_:'､ ,･:I..:.二∴ /.'･･

ものまで幅広 く,その利用形態から生じる特性により相当異なるo従っ~だ さ水利用形態

･=Nr･･一､･~‥ ∴.･･:':ー∴-/.∴●-'{':ir･~.::-.●L,I:∴'";r･:/･:･:.一二''-I.71二･∴l.一一･∴ ,I

-ムポンド (以下-iTPと確す)フ詞豊漁 っ上段ポンプによって電票に農水 ｡配水きれる

必要があ るOまた,̂摺水教場の推持管肇に(tFj:.,揚水に還掠麓葦がかかるのでヨ必要な水

芸の正確な予測コ選びそれに基づく援水管理 ･ 配 水 管理が童章 で あ る 0

7-,2.2配水聴樺 と 配 水組織
用水洗塩に関連する配水管蔓は配水認硫 (正確には取水 ､.杏.7lliから東京までのメカニ
,7:ム)及び配水漣識 (配水シ/7.テム)によ-,二つて 3 そi･T)管撃方式が異な::/.く章照 :読-7言,
L,.･:一･･ !l二1 .､ -千,.引
用水寵場に開運す る 配水濃童は以下のような 取 水 ∴ 講京,読嘉の認合せか考えち汀菖t,,
◎ 敬承 器 藤波 器 配承 番 数廃車凌幾 - 配 痕 ⑫ 艶麗 - 蕩叔 車敬承
(杏薮永 ≠ 浅水 ≠ 配水

(7)はプ B:rujこと海水ヒ配東が一幕 Tl 摩)は=浅水と配 水 -bL 偉.,となった濃績意指すO①

のこ覧台 ., 配水管選は取水管撃に よ って｡(さの場合｡配 水 管翌は曇水管準によって決遺さ

れ,配水管顎が単独にできるものできまないO◎は :.L取 水 と豊永か -葦となった掛違で,,

配水が取水 ｡揚水とは独立した技量を指す'.◎は ,取水と涛水と配水が全く独立した祝

祷を指す.従って,用水憤怒に閑適する配水管理は取水 4揚水 ｡配水塩蔵がどのタイプ

であるかによってその管理形態が異なる｡

ところで,用水鴎場に閑適する配水管理は揚水故の配水システムにおいて特殊な場合

を除き基本的にフ オープンタイプかクローズ ドタイプであるかによって供給主導型 ･南

雲主導型の2とおりの管理方式をとることになる｡ (参考 :設計基準 パイプブライン

2.3水管理形式の区分を参照)

轟要主導型においては需要量に相当する水量を前述の配水機構の各タイプに応じて,

それぞれ取水段階,揚水段階において対応し, 使用される水量を揚水することにな t),

配承凍作は責質不可能であるO (参照 こP｡52監参 考遜配永池SFP等の東榎管理)

従って,用水激場に関連する配水管理は実質的に供給主導型の配水システムにおいて
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のみ可能となる｡需要主導型の場合には水塁が不足すると考えられる場合には,帯要者

に節水を呼びかけ使用水塁を減少させることで実質的な対応を行う必要がある (図-7.1

参照)｡

_E参 考ヨ水管理形式の概要及びパイプライン形式との関係

水管理形式 需要主導型の水管尊 供給主導型の水管壁

上水道の水管理と同じく,奇襲昔が必 水雷聾者がその分水希望農 (たとえは,
賓なとき給水栓が換伸され,その轟貫 半句毎等)を事前に管理者 (供給者)に

を.作成 L,,申し込み畏または調選良の巧

野と時兼にのみ克含水するものO

①クE7-ズ 欝予イブまたはセミタO- ㊥オ-アンチイブのパイプライン (打水

音量 撃窟野郎 節 電イプラ約 爵衷爵離 …B 露轟き習参考鰻雛 馳管も､愚息窺露髄の

.g 顧 者義鞄 の鯛 配 対射 る這藍 鯛 離 濃蘭 愚母

∴ ㍉ ∵亨--;ン が可能でお古j篭絡式恕葛舶 ②好-誓訟銅 プ調音プラ約 竃も3i蔓 脅免官紬 確 官

豆∴揖 yll責二義 汁画設計憲毒 設計 ｢]∴･汗 等 -i●工｣ 平狛 畔 ニ_三言 1歳 京震雄 三圭遠投恵石 打 ･畔
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【供給主導型ヨ 巨供給主導型ヨ 【需要主導型ヨ

問-7.1永利用の形態と配水管理<参照 P.497.2.1配水の基本的考え方〉
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7.2.3雷己水管理の基本事項

い:I.7 //-'･･I-I ･･ .∴~.'L/'-I:..･､- :I:I- I.･.･-:∴､:I:I:I-'-t∴∵::/-r -1'･::-:r

:Jl.･∴;:''･.:-I.′:-~･ ~:I. ･ヾ:･- -･･･-二･､:.･･･.･∴ ･-.-･-~.I 卜 .~ .こ:;:_....-.
水利周の形態と配水管軍の門遍のプロ-を摂食闇として図-■t｡iに示すC,

(1)鋸 く可能責

:..･;:'∴ ･:/j十･.:E:-:こ:.:1･-:~･1.;∴工 ､∴一 ･ 丁;:L1-I.･Il･1.:. :亘 .-_:･･･ ､･.･.._.J∴∴{_I(.･

-:-･'-~-..'::-~■''主上_;･i:1!:-~ ∴雷:7::'■十 :･:=･/- 1:.･･.. r.∴ -1･ミ :A-I/. A .:i..1∴:､

.･i:I:工 工 ●言,､･:-～;I.､･:-: ･.I.･:1､:-:I:.ミニ.:-十･､･':イーデ.<.,∴ 二･.･r':;一_':-/J'-∴ ..r言 .二･

水量限界以内であっても,施設奪還はかんがい基準年について計画 D決定されているた

め , 必要水盛不足の状況は当然生起し, 配永管理が必要となるO

更に,年間での総取水母が水利権で規制されている場合には,前述の瞬時取水量と同

時に総取水愚を常時把堕しておく必要があるC

(2)配水管理形態

配永管理形態は,薄雲主導型と供給主導型の2形態に大別される｡このうち配永管理

が実質的に可能なのは供給主導卦こおいてであり, 需要主導型配水システムの場合には

雷雲著側の各受益農家の水擾用管理 (節水)に依存することになる｡
従って,以下に述べる配水管理は,供給主導型配水システムにおいてのみ可能であるo

供給主導型配水システムにおける配水嘗琴は ,各受益地の水使用中蔚塁に基づき全党

遠地の必要太良を算定 し ,配水曇を決定するOこの配水蓋のJ:隈は当然鋸 く可能塁であ

るOこの水量は気象 .水魚及びかんがい ･利水状況から推定される必要水墨と比較 .参

･.･..･∴･一､･b.,L:∴ ∴;-:1.､ノ ∴-I.:.･･∴ ..∴∴..:･･.......′工L-:i .::::..+:二:､･

監参 考ヨ配水池,FP等の水位管理

配水池,F王〕等については常時清水位を磁保することが原則である｡供給主導型の場

合には配水塁漁作が可能であるので, 配水池｡FP等に･ついて常時清水位を確保するこ

とは容易である｡しかし,需要主導型の配水方式の場合に勘 常時清永位を確保するた

めには,蒲雲量に伴う水位低下に見合う取水 .塩水が必要であって,このことは取水可

能畠に問題がなくクしかも散水が経賓絹にも可能な場合に限られるO

従って,配水池,F‡'等については治水位を確保することは状況に応じて対応するこ

とになる｡

7.2.4基準配水量の策定
-.二i;I:･∴ -:.古√~~~･･･u:;::!･=. I::I.ト■..;∵1･さ~･･ト.言､･_.:. 十 ･､ ミ∴‥:.･'-r高 こ1-J7･.･.:工 p･'､.

配水基準水量は, 土地改良計画設計基準 設計 ｢ボン7:塩｣に定義される,地区のか

んがい方式,かんがい期間等を考慮して平年次について洪漬される常時揚水塁に相当す

る東宝とする｡

この水量は用水竃壕の維持管理に必重な年間必要淫素謡定の参考にするものであって ,

現実の配永管理の基準として使用されるものではない｡
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一方,同基準で定義される,計画基準年次における計画最大轟水量に相当する配永量

を計画最大配水量とする｡

但 し,常時揚水量が実際に使用される水量 (配水丑)と大きく異なる場合に軌 配永

基準水量は,実態にできるだけ合致するように修正した値を用いることとする｡ (下記

参考参照)

計画と乗態との水使用量の差異を検討し,実掛 こ合致する配水量を修正配水基準水量

とする｡その理由に軌 ｢計画時点と受益面嶺が変化した｣,r栽培作物が変化した｣,
｢潅水方法が変化した｣, ｢水使用が多目的になった｣等が考えられる｡

【参 考】用水ポンプ場の揚水量の決定 く設計基準 ｢ポンプ場,P.26｣)

用水ポンプ場の計画揚水量は,地区のかんがい方式,かんがい期間等を考慮して計画

基準年次と平年次について,それぞれ期別用水量を基に計画最大揚水量と常時揚水量を

決定する｡

(1)計画最大揚水量

計画基準年次における計画地区の期別必要水量のうち最大水屋について決定する｡

(2)常時揚水量

過去10ヶ年の有効雨量を基に毎年の期別用水量の検討を行い,最も頻度の高い年間

の期別用水量を常時揚水二星とする｡
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【参 考】配水管理と蒸発散位データとの関連

日経虎盈

悼故.･且Al

旦88

8e

68

48

28

8

塾 -!.Ll!･鳩-p-主tjr)･･i･･イき 監虎魚

(単位:万七)

■- 1111- - - ■zEPId - -1J ▼一一Ⅰ ■一句t,■■■■一･■▼-r･･･一▼l･.･･･l■-●■一･･･一■一一tI.一<> 1- で･q ■≡> _■句 .ざ･コ .≡p くー 叫 く=l-<■■く>叫くヽq匂-･F･trqM rgヽ M ･可 tqP や uLltJヽ 1.1ヽ Jヽ>tb aヽe■-FヽC■-C3を3･く可亡コ

清市敵艦

(増血:h孔/i.)

10.0

8｡⑳

6.0

痩.0

2,0

軌車
く=〉 一一 くヽ⊃ <=l 一一■ rLJ G } TJq -ヾLJa

fやヽ m ¢･ヽ lqd p<i-' 可 iJヽ LJrL IJヽ

■■-1 1･-1 --■l■~■ ､I-■･■ Yq叶t
t=⊃ せ･ぺ <ヽJ301-lJ でq n
一 己･一･C一一 CqCつ 亡q ea

30

急き

急8

星亨

畳母

質

昏

図--7.3 日降水竃と東原調盛池からの配水量及び蒸発散位の蓬日変化との関係

-ツ乱川土地改良区 1994年3月～8月の事例

注 当地区では畑作は通年,早期水稲が3月中旬から7月下旬に栽培される

蒸発散位は当地区と約30血溢れた宮崎大学気象規制デ-タから算出推定
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【参 考】 平成8年度国営造成施設実想碑査 (九州農政吊土地改良技術事務所)の結果

表-7.11用水磯場取水形態と配水方式 < 参照 :図-7.2 略図>

資料打0時 囲 施設数 記号 水源 - 局- -⊂ 還 = …≡芸 配水 方式

@ 36 ①J 【D.且.L]-くRi>-.P.-tFPト 4m - 供給主串型
く9-C lp.R.L]-くRi>-.P .-fFP卜匡亘頭- 帝要主導型

①' 18 @' [D.且.Lト <Ri>-.P. --一一国頭- 需要主導型

㊨ 25 @-a くRi>-.P .-fFP1-8Pt肘- 供給主導型
㊨-C <Ri>-.P.-fFP7-匡亘頭- 需要主導型

④' 10 ㊨' くRi>-.P.---一一一匡垂ヨ- 需要主導型

② 37 .& 0 【D.a.L]一一一.P.-iFP1-肝Ⅳ- 供給主導型
②-C 【D.A.Lト ー-.P.-■iFP1-匹画一 需要主事型

@<②-C 【;器 二IIp-二 一{ FP,-匡 卦 需要主年型

@J 17 ②' 【D.且.Lト ー-.P .--一一一一区頭 - 有責主導型

@ 6 ㊨-0 〔D.R.Lト .P.-.P .-1FP1-dPtが- 供給主導型
㊨-C 【D.8.I.ド .P.-.P.-1FPト匡亘頭- 需要主導型

@' 1 ③' [D.R.L]--p--.P.---一一一匡垂頭- 需要主等型

⑤ 114 @-0 (ca)-一一.P .-lFP)-.細 - 供給主導型@-C (caト ー-.P .-LFP卜匡萱頭- 青菜主導型

@' 140 @' (caト ー-.P,.--一一-団 - 青票主導型

㊨ 13 ㊨-0 (Ca)-.P.-.P.-1FP)-dPEF- 供給主導型
⑥-C (caト .P.-.I .一七FPト団 - 需要主導型

⑥' S ⑥' (ca)-.p.一一p.---一一匡垂頭- 蒋要主*.型

⑦ 12 ㊨-0. (FP1---.P .-tFPT-qⅣ- 供給主導型
⑦-C iFPト ー-.P .-fFP1-垣 - 需要主導型

⑦' 48 ⑦' IFPト ー-.P.---一一一函 - 需要主等型

⑧ 0⑧-0 iFP)-.P.-.P .-iFP1-dPN- 供給主革型
⑧-C (FPl-.P.-.P .-iFP卜匡垂頭- 青雲主導型

⑧' 2 @' fFP)-.P.-.P.--一一一匝 頭- 需要主串型

㊨ 17 ⑨-0 固 一一一一.P.-lFPト OPⅣ- 供給主導型
⑨-C 固 ---.p.-iFP1-匡頭 - 帝賓主導型

@' ⑨' 凪 ---.p.一一一--顔 - 青雲主導型

⑩ 2 ⑳-0/C :……;二-J 言 二Il FP,[還 供給主導型頼要主導型

施設能数 5 16
･旺 ･
内取水 形態不明 12
･P･:用水模境
【D･RIL1;ダム･調整池･湖
tFP J:ファームポン ド
<Ri>:河川

過 )…鎧 畑 ､
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O.C 【D･R･L】-<Ri,一･P･-fFP1-匹 或 -

①J3 【DIR･L】一一-1･P･-fFP7-OPEN-
ダム･甥長池･湖 FP(ため池･吐水杵)

供給主導空

/ ′

＼一一一
図-7.2 用水境場取水形態と配水方式 (1)

(需要主導型 ･供給主導型)
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③･Q fか叫 -･P｡-｡P｡-†FP)-OPEN-

'Jlil･':, !:n偲.!/･--ニ; ･-::･-Lf.?卜二軍Ih.真東1-

FP(ため袖 ･吐水沼)

供給重野恕

了 ‥

◎.O <Ri>-｡P･-fFP)10PEN-

a: <-,.:>-p.'--1一･･--匡亘盛- 1.､･ぷ 蓋/I.:iJ.



①･0 (ca)---lP.-(FP)-OPE;N-

(9.C
(ca)-一一･p･-(FP)一垣三国 一

■●､ty ((:し‥ -･･..:･.---･Ifil:Ts_-IlJ-

二 _ --- : --I-;

需要主導型

/

⑥･0
(Ca)一･P･一･P･-FP)-0三唱N-

(I-.}-:I-I (ci.ノ･-･ニト-･̂,-･:･r:汁JLILIT･::,Lj ･I

FP(ため池.吐水槽)
供給孟噂寒空

,〆 ~~~r

Ld

図-7.2 用水磯場取水形態と配水方式 (3)
(需要主導型 ･供給主導型)
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①.0
fFP)-一一一･P･-fFP)-OPEN-

FP(ため池･吐水槽)
FP(ため池･吸水材)

供冶主導並

/ ∫

圃17･2用水磯場取水形態と配永方式 (4)
(需要主導型 ･供給主導型)

-54-



⑳ 飽首藤利潤

姦○e 望 慧 ~~- 三 岡 的 8Pd - EFP巨 田野雷が 燐鎗蓋噂塾
(9.C ------.PサーげPー-CLOSE: G貫宝市

⑳.O/C <Ri>~ .〟 - I

くRi>--IPA - -

一打P)
E還

<Ri>-一一一一一一
I.･･/･､･:..

図-7'.2 用水磯場取水形態と配水方式 (5)
(窯業主導型 ｡供給主導型)
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